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米と魚、からみる港町の食生活
一芸予諸島大IJ奇下島御手洗における行商人と米穀商についてー
渡部圭一
I はじめに
本報告では，瀬戸内海芸予諸島のー港町広島
県呉市御手洗(I日豊町)をフィールドとして，主
に戦後期における食lfZの入手経路とその食形態を
明らかにする O
御手洗は，広島県竹原市の南方沖合約20kmに
浮かぶ大1]奇下島の東端に位置する一集落で，行政
上は時鳥の久比・大長-沖友とともに豊10"を構成
してきた。同町1或は明治末から大正期にかけて柑
橘生産を急速に発展させ，大長みかんの産地形成
に成功してきた地域として著名であるJ)。近年，
揖園地は減少しつつあるとはいえ，農業の基本は
依然として柑橘生産にある2)。一方，閣Iljを海:に
阻まれながら， I日豊田7における水産業はごく小規
模なものにとどまっている3)。近代以詳の当地域
は，町全体としてみれば，柑橘を中心としてこれ
に麦・さつまいもなどの栽培を加えた定畑の畑作
に，小規模な水田稲作を組み合わせた生業形態を
基本とするものと理解できる D
しかしながら瀬戸内海航路の要港として近世前
期以来の発展過程を擁する御手洗は，近隣の集.落
とは対照的に，農業ないし漁、業を生業の基盤とす
るのではない。近年の動向を別にすれば，御手洗
において農家は非常に稀な存在である O 谷沢明は
昭和初年の御手洗の町並みを復元しているが，そ
れによればきわめて多様な商宿が軒を連ねるなか
で，農家はごく少数しか見出されない4)。御手洗
の商業がふるわなくなる一方 大長出身の農家が
新たに御手洗に住むようになったのは，たかだか
戦後のできごとにすぎないとされる5)。
太平洋戦争中御手洗で農家が希少な存在で
あったことは，聞き書きによっても窺い知ること
ができる oid'IJ手洗にまだ 1 ~ 2 il司:しかな
かったというこの時期，秋のさつまいもの収穫期
になると「お芋ができたんじゃと-Jといっ
家にひとびとが集まる。テンドリバンドリで並
び， r私が先じゃあ私が先じゃあ」と大騒ぎしな
がらさつまいもをもらったものだ， といったli想
である(平野勝子氏談)。御手洗におけるこうし
た農家の少なさとは，御手洗における食生活がつ
ねに外部から獲得した食料品によって成り立って
きたことを如実に表している O
小稿が取り扱う物資の移入や行商-交易といった
問題には，これまでも多くの研究蓄積があるが6¥
もたらされた食品の具体的な食形態をみる視点は
十分ではない。一方，地域の食文化の調査研究は
これまで基本的に自然・生産条1tl二との関わりに関
心がむけられ，生業の傾向を集約的に表j克するも
のとして食生活，ことに儀礼食をとりあげてい
るO そこでは生産に拘束される食文化という図式
が無批判に受け入れられ 結果としてマチの食を
視野の外に追いやってきた憾みもある O “商品"
としての食品の意義を浮き彫りにするべく，ここ
であえて港IUTの食の事例を取りあげる所以であ
る。以下，御手洗の住民が直接入手できない食品
のなかから米と魚、の 2つをとりあげ，聞き書き資
料によっておよそ昭和10年代後半~30年代の食生
活の状況を再構成する。
E 行商人の役割 一野菜と魚の入手経路一
1)行商の諸相
農産物・海産物をまったくといってよいほど産
しない御手洗において，肉・魚、・野菜などの生鮮
食品の入手をめぐる問題は，その食生活構成の特
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徴をみる手がかりのひとつになるように思われ
るO 戦前の昭和2年 (1927)時点の御手洗に， 48 
軒ものおびただしい食料品庖が存在していたこと
は，清水克志によって克明に整理されているが，
それをみても青果・鮮魚といった生鮮食品を扱う
商j苫は少ない7)。とくに御手洗に日たる魚屋
さんはないJ(平野勝子氏談)と語られるように，
おそくとも戦後期には鮮魚、を扱う高j苫は存在しな
くなっている O
したがって清水が指摘するとおり 8) 御手洗の
住民が生鮮食品を入手するうえで大きな役割を果
たしたのは島内外の行商人の活動である。戦後か
ら現在に至る間，魚-野菜をj活ける行商人が複数
存在したことが開き書きによって知られる9)。そ
のひとつは， r今治の野菜屋さん」と呼ばれる， 2 
トントラックを 2台連ねてまわる行商人で、ある。
松山の堀江から今治に出て，フェリーで関前に渡
り，そこで売ってから橋で御手洗に来る O 御手洗
に着くのは毎週金曜日の午後7時ごろである O 御
手洗で 11自したあと， さらに久比・沖友を回ると
いう O 取り扱い内容は野菜・果物のほかさまざま
であるが，必要な品は頼めば持ってきてくれるこ
ともあって，住民側の利便性は高い。今治で、大量
に仕入れるため価格が安いともいわれる O
このトラック行部が来るようになったのは比較
的近年のことである則。現在，このように規模の
大きい行商が歓迎されている背景には，御手洗の
高齢化があるO 大長にはスーパーマーケットがあ
るが， r年寄りはそこまでよう行けんJ，あるいは
「年取って買いに行けないので，あんなのが(野
菜屋が)来ると買いに行かなしょうがない」とい
うわけである O したがって しばしば考えられが
ちなように行商活動が一意的に後退を続けている
わけではないことに注意しておく必要がある O
上記の「今治の野菜屋さん」のほか，御手洗に
対しては島外からの野菜屋は確認できないが，島
内から島内産の野菜，すなわち「ジ(地)の野菜J
を売りに来る農家がいる。となりの沖友集落から
i怪トラックで，火線lヨないし水曜臼に訪れる。午
後 l時から 13寺1晴ほど滞在して，里芋・たまねぎ
など季節の野菜や花を売るが，種類は少ないとも
いう O また，かつては御手洗のひとが悪路を越え
て野菜を買いに出かけ，戻ってこちらで売るとい
うこともあった。このように野菜の入手にあたっ
ては，集落内の蔀庖のほか，近i持集落との融通性
に富むかかわりが一定の役割を果たしたと考えら
れる O
御手洗では， rジの野菜」と同様， rジの魚、jと
いう表現も用いられている11)。この「ジの魚、jを
売りに来る漁師，つまり fジの魚屋jもまた存在
する。これは大長の漁師である O 現在では，漁師
数の減少もあって大長で、売ってしまうようになっ
たが， 20~30年ほど前までは御手洗へも来た。 決
まったひとが白当ての家を図る D 木製の箱のよう
なオシグルマに魚、を入れ，ハカリを携え， r買う
てください買うてくださいjといって来るスタイ
ルであった。
「ジの魚屋Jに対して，つぎに詳しく述べるよ
うに，今治からの行臨人も現在に到るまで長く活
躍してきた(写真 1) 0 橋ができる以前はフエ
リーで大長に上陸していたが いまでは今治から
フェリーで関前に渡り 橋で御手洗に来る D パタ
ンコと呼ばれる軽トラックの荷台に魚、を積んでい
るO 大長の漁師とは違って，家々を由るのではな
く，決まった場所にとどまり，買いに来る客に売
る。食味の上では，新鮮な「ジの魚」が今治から
来る魚、に勝るともいうが 今治の行蕗人による魚
写真 l 行商人平野英一氏の商売風景
(2003年7月24日筆者撮影)
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の供給は， Iジの魚、」の不足を補う意味でも重要
であった。
以上のように御手洗の住民にとって，生鮮食品
である野菜・魚、の入手にあたっては.島内での交
流とともに，今治からの移入が重要な役割を果た
してきた。そこでつぎに現在も活躍する今治の行
商人宇野英一氏の商売風景を取り上げ，現在の
行蔀の様相を記述するとともに，行商が御手洗の
社会のなかで果たす役割を検討する D
2 )行商の社会的意味
宇野英一氏は今治市在住，昭和3年生まれで，
45~50年前から御手洗に通っている D だからここ
には「一見の客Jはいない口体をこわして一時休
んでいたが，調査時点 (2003年7丹)では.再-関
して l週間が経っところで しばらく休んで客が
減るということもない。いま今治から魚を売りに
来るひとは宇野氏ひとりだが， 40年ほど前には今
治から 3人，オシグルマで売りに来るひともあっ
た。とくに昭和3年 (1958)の売春紡止法の施行
以前，たくさんのベツピンを擁する花街として栄
え12) I御手洗に金を下ろしに行く jというほど
の好景気を謡歌した時代には たとえばチョロブ
ネを出すなど関連する仕事も多く ，いまより豊富
な客が得られていたからである O 現在で、は豊島か
らまれに売りに来るひとがいる程度で，ほぼ宇野
氏ひとりといってよい状況になった。人口の減少
が主な理由であるが ジの漁師がいることもあっ
て，行商のみで生計を立てるのは難しいという D
仕入れはすべて今治の魚市場で行う O 市場が開
くのは午前3時30分で 宇野氏は3時には市場へ
行く。 8時10分のフェリーに乗るまでの時間は，
商品をパックに入れるなどの作業にあてる口既述
のように，御手洗に来るには今治から関前を経由
するルートをとっている口宇野氏が御手洗に到着
するのは毎朝9時30分である。通常， 11時になる
と御手洗から沖友に移動し 12時まで売る。した
がって御手洗での宇野氏の 1日の商売時間は 1時
間半ほどにすぎないが この時間に交わされる宇
野氏と客，客と客とのあいだ、のやりとりはごく濃
密である D 試みに，この間のひとの動きを表示し
てみよう(第 l表)。 なお調査事例 (2003年7月
248)の場合，商品はアジ〔マアジ〕・ケンザキイ
カ・タモリ〔セトダイ〕・タイ〔マダイ〕・タコ〔マ
ダコ〕・メバル〔メバル〕・マグロ・ハマチ〔ハマ
チ).アナゴ (マアナゴJ.オオエビ・コエピ・イ
ワシ〔マイワシ〕・カニで、ある13)。
l人自の客は宇野氏の到着と同時に訪れた。客
足が間違になる10時30分にはきれいに売り切れ，
商品はハマチ l切れを残すだけになってしまっ
た。これまでに訪れた客は38人で. うち男性は l
人だけである D 宇野氏は本来，午前11寺には倒l手
洗を離れ沖友に移動するところであるが，この日
は沖友で売る分は残っていなかった。11寺すぎに
は商売を切り上げ，向かいの今1日T商j苫で、休憩を始
めているD
こうした経過のなかでも. とくに午前9時40分
台から10時20分台までの約30分間に客の出入りが
集中する O ひとりひとりの滞在時間はさほど長く
ないが，その分客が頻繁に入れ替わり ，ひっきり
なしにトラ ックの周囲を行き来する様子が読み取
れる。複数の客は今1奇商!苫とあわせて貿い物をし
ている O 御手洗の主婦の生活の一連の流れが，宇
野氏の到着を核にしてかたちづくられているかの
ようである o
軽トラックのまわりは濃密なコミュニケーショ
ンの場でもある。商品の有無を尋ねるのに答え，
商品の内容や価格を解説し品定めにつきあい，
注文を受け，あるいは注文内容の確認-変更に応
じるといった，いわば実務的な内容のほか，彼ら
の会話は調理法のよしあし・工夫，本人や家族の
健康，他人のうわさぱなしに及ぶ。少量の買い物
であれば客がわび，予想外に高価ならば宇野氏が
わびる O 率直に食味の良し悪しも話題にする O 客
から魚、に全く関係ない買い物を頼まれることもあ
る。並行して，客同士のあいだでは，あいさつや
品定めの会話が絶え間なく交わされている。行商
のトラックは，周囲の商)苫とあわせて，重要な社
会的交流の場を作りだしているといえよう O
もとより，ほとんどの客が少なからぬ額の買い
「?
?
第l表 港町御手洗(広島県呉市) における行商活動の観察記録
-2003年7月24日一
時~lJ I等 行動会話 災い物の内容と金li 備考
9:27 宇野人氏と.天トラ'J'lでlIJlを控q交パック運転で路地に入ってくる。近所
の 気のあU さつ わす。
9:30 I客I l人iヨのタ容イ。の宇有野終氏をが&，子ねIJ殺してズすキぐ来る。 平等 「アサとゴこなi
c
いね答え アサゴアジエピ。合計1300円。 魚はこ こで災うことが多し、。このあとはす
j。 ス ハ7チならある 野氏 λ ぐ家に帰る。
る。
9:30 '2; 2 望たEがfちfょ入っらとん綜かiまっれたjJとい宇っ野て氏来問る答。八i:i百tわm.ずさにん帰カるら。頼まれてき なし (このあと若干容の不在1寺/IlJあり)
9:35 1存3
fへパ人5ヵのっγニ不クとは樹のハj.1マLと『印チ高切のj6い勾意なか7出味どら人すをj分がS品Fと子定ね話約めるじすつ内宇は孫るメ野客43r氏入っとF手Je宇しの緩カ野て値取二氏の段の会ηを会出読会削館話.し〈宇てあを司野す勾，氏はの2 
アナゴE413袋800アfI]ジ2パ，:7，-/グロ切り (9:41まで滞在)
身。合
る。カニ
メモ。イ カ
9:40 海4 イカの会筋。 イカの品定めをする の 11f f~，の賠F判。タコの品定め。 アジ2ノfy 1?40(l1i2])∞。l'合J?計)26・∞イプJい(f y いまはあi当分とろは7こliこんへへ災行いく物。に(5914.ているで。滞今在)日
クタコ( 円')。 はこの さ 45ま
9:43 2年5 品 i均時にi単れil.勺て来る to ?;:4と'{-C6の会館あり。 不明
9:43 容7 エビ4パ日yXク3何(人¥00合01針qJ29∞Yコlq(14(H3Fl) ノ、マチはよそから頼ま uたもの。
ハマチ (500P1).tl-PoI'29oo190 
9:45 省;8 宇野氏;乎版取りIl¥してメー モ。 タモリ1，7ジ1パyケ。合制金額不明。
9:46 ち9 ~ イワンがと;:1，.、か附〈。 イワン 1" '):7， 350円。 このあと今崎へ行〈。
9:46 'ZIO 苦め手るIlJIヂ]Qコ)"fと・7イi:IプiJの〈。MIIメ立でバ混ル乱の。有怪聞く 。す!IlH¥:1立'!liうのをすす タイ 4。(2合5∞計円ω)α}Pコイカエピ3
パァク 向。
不!珂 'Zl 綿平等 タ今コ絡ないか関会話与 宇野氏〈1500lqと答える。 1:(わずにいったん
る。 I切で してい。
9:50 容12 務10と一緒に品吃めする。 エピを'Fiいに来た。 エピ イカ タイ。合計金制不明。
9:54 容13 容と字r-好I氏t.まイカのれ艇jの会し、話っ。て符エ12(フjとロ祭切りりの身会。話。「ヨイじゃけ エピマグロ切り身。 1000円。
んJ。 ずこ と ピマグ
9:54 'f;H !fllEめする。務 宇野氏の他政を気波う。 ケンザキイカ マグロ。 23∞円。 (9:58まで滞在)
9:54 平等11 1たってくる。ジコlir¥5∞刊カねえ」とIl丹く。 ';:¥2と会話。 エピすコ。 合制1850円。
9:58 等15 '?;- アジは車IJ身にできるか開く の アジ]パ yク。金制不IlJj。 (lQ:Oまで滞喧)
9:59 容16 ハマザ をー切ってもらう。務「ちひ'っと'Oliうのにごめんなさしづ J 、マチ。4∞JI]。
¥0:02 's:17 ち f今EJはあるから Jとし、ってすぐ鮒ゐ。 (¥0:03まで滞在)
¥0:03 容18 iくJl!J]l1訟カにうい文て。のi会sJ話uL。答aナカゴニをが貿協うに。詰まかれているのに気づ エど2パァ:7'5'コ イカ。合計27∞ このあとは織る。 (¥0:14まで滞祖)
。 ニをtI: て7 円。アサゴ1400J"]。
]0:03 容19 エlIi.をピ荷3量パれるy。?を雌 f~~ して荷台の隅に .ilif足しておいてから しばし なし (¥0:04まで滞在)
10:03 容20
「エパ(4ルピ2∞追を加P3lでパし)てy2金ク3がう平。高にいt;~がちまのな世お:~J。メ容バルf イN うy ピべキきゾかケ思頼案ん。だ宇j野o 氏j カーアジエピ。合1¥'42∞IJ。メバル32ooI]. 
10:07 平等21 カニを3盟ぶ。 カーアジ タモリ。合計¥8∞円。 00:19まで滞在)
]0:08 谷22 イカのことを|怖く。す ぐ燃ゐ。 なし (この1'1唯一の男性客)
10:08 容23 京芸「あしたイカ持ってきてやJと綜iむ。 イカ アジ。合宮1'27∞円。 エヒ'I;iジのほうで践う。(IO:14まで滞在)
10:08 's:24 苦た手 f縦イカなL 、」と k~'，ね 宇野氏 fイカいまI荷んだJと答え。いっ なし
んれるの
10:09 容19 ílT ぴ)足る。今度は~僚に購入する。 アナゴ イワシエピ。合すiA5∞円。 今00崎1さ3まんでで滞耳、在ギ)とてんぷらを挺ってきた。
¥0: 15 i-r;:24 píび~る。今度 IJ実際に総入するの アジ。 4∞問。 今(¥0崎で¥8大ま械で滞な在どの)野菜と弘j閣を買って帰るa
]0: 18 客25 ハマチ車JH語。 3∞円。 (¥0:21まで滞在)
10: 18 1符26 あしたのijiJl身の相絞をする。 アジ。3501'1. 今崎で~J禽とてんぷら。 ([0:20 まで滞在)
10:21 容10 jす'IぴるE。E「る力。1JZ0A0Lj1弓払さんうの(うさわきのさ不を足す分る。地 5?)人。分エのピ~j~文パ。ッ?を追加 エピ2パyク。金額不明。 00:24まで滞在)
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物をしていることに示されるように，魚の行商そ
れ自体，御手洗の食生活を支えるうえで重要な役
割を果たしていることも確認しておかねばならな
い。調査事例が，三社祭りのホンマツリを前日に
控えたヨゴロの日であったことから，祭りの客用
の魚を買い込むひとがいた事情を考癒しでも 14)
御手洗の食生活のなかで魚介類の地位はかなり高
いものがある。同時に，祭りの日に来客に振る舞
われるのが魚料理である点も興味ぶかい。翌日に
備えて予約の確認をする客がしばしば見られ，宇
野氏もまた頻繁にメモを整理するなと¥ ハレの日
の御馳走の準備に余念がない。
E 商j苫の役割 ー米穀蕗と米の食形態ー
1)米穀商の経営
前章でみたような行商人の活動に対して，商j古
はどのように食料品を扱っていたであろうか。昭
和戦前期の段階で，すで‘に御手洗に生鮮食品を扱
う商j苫がごく少数であったことはさきに紹介した
が， くだって戦後における状況も小異であり，聞
き書きによれば，現在の御手洗では2つの食料a品
j苫が生鮮食品を扱っているにすぎない15)。これら
の商庖が，さきの行商人とともに，御手洗の日々
の食を成り立たせていたと考えられるが，生鮮食
品の供給にあたっては むしろ行商の活動やイン
フォーマルな購入-贈答に依存するところが大き
かったであろう D
ところで¥御手洗住民の食生活の成り立ちと商
庖とのかかわりへの関心から注目されるのは米穀
商の役割である。この米という商品ほど，港町御
手洗における物資の移出入を左右し取り扱い商
庖の盛衰を象徴し，かつ国家制度の影響を直にう
けてきた食品もないといってよく，清水の整理に
よれば，明治19年(1887)に37軒を数えた御手洗の
米穀届は，昭和2年(1927)には7軒，昭和36年に
はわず、か l軒と激減の過程をたどっている16)。こ
うしてマチで唯一の米穀商となるに至った吉川ク
ニエ家について，戦後まもない時期の経営の様相
を開き書きに基づいて記述しておく。
古川氏によれば.r統制J以前には御手洗に20
軒あまりの米を扱う j苫があった。これらはいずれ
も小さな屈で. )¥百}歪を兼ねてやっていたとい
い，吉)1家も先代・先々代にはさまざまな食料品
を扱う j苫であった。統制になってからは，米の権
利を古川家が買い集め，当家のみが「配給所」と
して残ることになった17)。その年次は明確ではな
いが，昭和15年の結婚からまもない時期とのこと
である。人口の少ない御手洗だけでは寅い手は限
られているが. 1B和15年当時には，潮待ちをする
機帆船が御手洗に多数停泊する場合があり，上陸
した船員がぞ、ろぞろと得意先に買い物に行く光景
がまだみられた。これはいちどに米や油がたくさ
ん売れる機会でもあったという O
昭和15年当時.古川家は缶詰めなど他の商品も
扱っている D この時期の仕入れ先は.今治と尾道
である。いずれの品b 今治のほうが安く.尾道
のほうが上品で、あったという。いずれとのあいだ
にも物資を運ぶ卸しの船があって，この両者を利
用して仕入れを行っていた。一方，配給所になっ
てからの米はすべて三原からである。大きな船
で. 1週間に 2度ほど，木ノ江など1MI手洗以外の
近辺の配給所の分も含めて運んでくる。まとめて
運ばれて来る配給の米を各家に配布するのが配給
所の仕事である。卸しとの連絡は電話で行なう。
米は 1年中入ってくるもので，こちら側からの注
文もあるし，むこうからどうですかと尋ねる電話
がかかってくることもある O 仕入れ先は三原以外
にはない18)。ちなみに当時の三原の卸しは，現在
では，竹原・三原・尾道が一緒になって備後食糧
と称している D
吉川家にとって，配給の米はいわば「預かった
ようなもの」である O 配給米は倉庫に保管してお
くO 当初，三原から運ばれてくる米は玄米の状態
であったため，吉川家の配給所の横に設けた精米
機に掛けてから配給する必要があり ，多忙であっ
た。戦後には三原から掲いた状態で来るように
なった。配給米での住民への米の受け渡しには
「通帳」が必要である O 御手洗のひとびとはみな
通1援をもって古川家に出向き，そこで家族の人数
?ー
に対応した量の米を受け取る。さつまいも・かぼ
ちゃ・大豆-砂糖などを代わりに配給することも
あった。大豆は妙って，米と混ぜて炊く。なお，
こうした通帳による米の受け取りの制度は，戦後
も長く続くことになる O
2 )米の入手経路と食形態
上述のように，米の配給の通帳があり，ひとり
あたり決まった分量を割り当てられ， rお米屋さ
んJに行ってその配給を受けたといった話は，一
般住民のあいだでも聞くことができる問。ここで
いう「お米屋さんjとはもちろん古川家のことで
ある。したがって他の食品とはことなり，少なく
とも表向j 御手洗住民にとっての米の入手先は
米穀商に限定されていたことになる戦4挙殺t哉主矧l仁司ご千村i
心とした配給の苦労話もよく語られるところでで、あ
るD 米やさつまいもの代わりに配給された砂糖を
大長の氷屋さんにバケツで運んでいって換金して
もらった，あるいは培絡で、妙った大豆粕をご飯に
混ぜた， といった具合である O
ところで，米穀商を介する以外に住民が米を入
手する経路はどのようなものがあったであろう
か。古川氏によれば，週に l度，松山からトラッ
クで来て野菜を売るひとが，季節によっては米を
扱うことがある O 正規に売るj古に対して，こうし
たヤミヤの米は安価であるという O このトラック
行商の始まりは比較的近年のことではあるが，安
さや利便性の高さから，住民に歓迎されているこ
とは既述の通りである O
さかのぼって戦中から戦後まもない時期，御手
洗のひとびとにとって 少ない配給米を補うため
のヤミゴメの入手はきわめて切実な問題であっ
た。大長のとくに知り合いのうちへ直接行って着
物・帝や鍋-釜と米を交換した，大長の仲のよい
百姓から芋をもらったなどと聞かれる O 交渉相手
は近隣集落の農家が主体であったようであるが，
大長でも米を作る農家は少なく，麦・さつまいも
に対-して米の入手は容易で、はなかった。入手した
ヤミゴメは玄米の状態で，御手洗の精米所(木村
家)で措いてもらうが，量が少ないといって農家
といざこざを起こすこともあったという O 戦中・
戦後期の御手洗にあっては，米の入手経路として
ヤミゴメが一定の割合を占めたと考えられる。
さて， rお米はほんと，よいよなかったねえj
などと思想されるこの時期，貴重品としての米
は， 日常食としてはムギメシのかたちで食されて
いた。それも「麦がほとんど お米はちょろちょ
ろ」のムギメシである。米の流通の統制が強化さ
れる戦中期以後，こうした米の希少視は御手洗に
限ったことではなく 近隣地域とも共通していた
ものと思われる O さらにさかのぼって戦前期の御
手洗の日常の食生活についても明らかにしておく
必要があるが，今調査の範閣では充分な聞き書き
が及んでいない。いくつかの間接的な資料によっ
て，この問題に見通しをつけておくことにする G
戦前の食生活を知らせる資料として，高根島
(広島県豊田郡瀬戸田町高根)の食生活を詳細に
記録した『開き書広島の食事j20)がある。水田
に対する畑の卓越という，御手洗周辺の集落とも
類似する生産基盤をもっこの島で， 日常の基本食
となるのは麦とさつまいもである O 麦は麦ごはん
が普通で，米だけの飯やすし・餅は行事食に限ら
れる21)。畳間I域でも， r主食jは麦・さつまいも
で，拐.!斑はさつまいも，昼は申しわけ程度に米
がはいった麦ご飯であったとする記録がある O こ
こでも半麦はよほどのときしか食べられず，白い
ご飯はお祭りのとき程度であったという 2)。
このように御手洗周辺の畑作が卓越する村落に
おいては，麦・さつまいもがE常食に供される一
方，儀礼的な米の食形態として飯や餅がみられた
ことが分かる D これは開き書きによって確認され
た戦中・戦後期に関するかぎり，御手洗と大差な
い状況である(儀礼食については後述)。ただ，
一般に，米のi配給制度が米食状況を徐々に平準化
していった可能性は否定できず， この点の通時的
な判断は慎重に行う必要がある O さかのぼって戦
前の御手洗と周辺のムラに関していえば，マチと
して栄えた御手洗における米食率の相対的な高
さ，すなわちムギメシの米麦比の格差や，間食に
止まらないさつまいも食のウエイトの軽重23)を想
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定しておくのが妥当であろう D
ただ，見通しだけを述べるならば，御手洗住民
の百々の生活の側面に関する限り，マチとしての
御手洗の戦前の食生活が周囲のムラと大きく異な
おいて， さほど大きな差異がない年中行事がもた
れている事実は明記しておきたし'0
この表をもとに御手洗における年中行事の食事
をまとめておこう D まず御手洗において，米を用
ると考えることは，必ずしも とはいえないの いる儀礼食ないし供物の第一は，正月の餅:であ
ではなかろうか。ここではベッピンサンに象鍛さ
れる華やかなマチの像を意識しながら， もう一方
で，御手洗住民のごく普通の生活の面があること
に配慮したいのである O 具体的な歴史的様相は今
後の課題とするほかないが， 日常の食生活のかな
りの程度を麦・さつまいもに依存しそれだけに
貴重さを増す米を行事食に用いる状況は，戦前の
御手洗にもある程度共通していたとの予想を，小
稿では示しておく 24)。
3 )年中行事のなかの米
以上の克通しに立ったうえで，つぎに問題にな
るのは，御手洗における儀礼食のありかたであ
るO ここでは年中行事における食事について，聞
き書き資料をもとに示すことにする。結論からい
えば，御手洗における儀礼食はほぼすべて米を用
いたものである O これまで両様，聞き書き資料は
戦後のみを対象とせざるをえないが，その伝承の
内容についてはなんらかの通時的な変化を想定で
きる余地に乏しい。したがって御手洗においても
他集落と変わることなく，戦前段階から近年ま
で，一貫して儀礼食に米を用いてきたものと考え
られる O
第2表は，平野勝子家・田中キミ子家・古川ク
ニエ家の3家における戦後期の主要な年中行事に
ついて，家ごとの儀礼食を中心に一覧したもので
ある25)。米を用いた儀礼食が供される主たる機会
は，正月.4月の女の節供26) 5月の男の節供と
いうことができる。また 7月の三社祭りにも餅ま
きが行われ，家によっては種々のすしが作られて
いる O 七草を祝うのに正月の残りの餅を用いた例
もあるが，家々に共通する行事ではないようであ
る27)。ただ全般的にいえば，家業のありかたを異
にする 3つの家一一鉄工所勤務の平野勝子家，米
穀商の吉)1クニエ家 料亭の問中キミ子家一一ーに
る。これには小型の丸餅と大型の鏡餅の2極があ
る。後者はオカガミ・オソナエと 1乎ぶことが多
い。小型の餅は，絡の入っていないヒラモチと館
入りのアンモチの2極を作る O 場所は自宅にi取ら
ず，親類のうちに集まったり(平野家・古川家)• 
ツコーツコー 28)と称する専門のひとに任せたり
する(田中家)。平野家の場合，せいろを)有いて
もち米を蒸し機械が入る前は臼と杵で鵠く。鴇
きあがった餅は米粉をふった大きい板の上にお
き，手でちぎる人，丸める人に分かれて作業す
るO できあがったらモロブタという容器に入れて
持ち帰る。
オカガミを供えるのは311ヨである。場所1ま，各
種の神札をiliっている床の間とホトケサマ(仏
程度で，ほかにj室内神がまつられていること
は稀である O 御手洗は真宗の影響が大きく，神械
をはじめとするj室内神を欠くことが通例であり，
床の間にやけもをかざることさえ拒否する家もあ
るO このことはたとえば住民自身によって「ここ
は真宗だから，カミサマというのはいないJ(田
中キミ子氏談)と語られるほどである O さまざま
な行事の際の供物の対象は，正月に限って床の間
にオカガミが供えられるのを除けば，すべて仏壇
のみで，ごく限定されている O 逆に，珍しいもの
があったら仏壇へは必ず、供えるものである D
三がEの食事には雑煮とお節料理がある O お節
料理の多彩さは，マチの正月の特徴をいくらか物
語っているかもしれない29)。雑煮の具も家によっ
て差があり，たとえば田中家で、は水菜を必ず、入れ
る(京都の壬生莱の意味。ほうれん草の家もある
という)。また穴子はだしがうまいので必ず入れ
る。これを元旦の朝に炊き fいの一番」にホト
ケサマに上げてから家族で食べる O 田中家では雑
煮を供えるのはホトケサマだけで， この分もお雑
煮といい，ひととおりの具と餅を入れた状態で上
第2表 港!lIT御手洗(広島県呉市)における主な年中行事一戦後期一
平野i勝子家 EB中キミ子ー 家 古川クニエ家
12月 1(鋭檎き) 12Flの何日か分からないが.1餅鴻き モチッキは12Ji31日までにすi餅鎗き 12月25日ごろ，正月の鮮を捻
大晦日よりiII!にする。自宅では矯かずiゐ。 EB1コ家を含め 4 御手洗では餅を自|く。御手洗のなかのシンルイが2-3
姉のうち(主人の姉の嫁入り先)にシi分で掲かない家が多い。正月用の餅を 1I符集まって，米を持ち寄ってやった。
ンルイ 4-5軒が寄る。その家へ金を i自家で揚けないひとは。専門のツコー|機彼になってからもシンルイが集まっ
持参しモチゴメをまとめて買っても|ツコーに頼んでいた。 室井の種類 ツ|た。この場合のシンルイとはお母さん
らっておく。 餅の種類あんこが入っ|コーツコーに普通の餅とオカガミをい!の実家とかその兄招など。 餅の穫
でいない普通の餅をとラ・ヒラモチと lくつ作ってくれと頼んでいた。普通の j類切ったのをヒラモチにしたりアン
いう。あんこ入りの鮮はアンコモチと|餅にはヒラモチとアンコモチがある。 1モチにしたりする。ヒラモチとは侭も
いう。アンコモチは色が迷う。ヒラモiあんこはこっちで用意し:;lLめるとこ|入っていない鎖。アンモチとはあんこ
チとは別のモロブタに入れる。このほiろまで済ませておく。 その他の餅 こ|を入れた餅。べつにカガミモチも作る。
か，オカガミを仏壇と床の初期に作|のほかカスモチを作った。ブリキ患で|これは 2段重ねで，ふつうよりも大き
る。 その他の餅べつの紛の食べ方と|作ってもらったカンカンのなかにワラ|めに作る。 その他の鋭 むかしはカキ
して，次のようにする。 J為き上がった餅|をひき.カスをi重いて l 餅をiThtく。干し|モチというのを作っていた。モチを掲
を箱の中に入れ1 総長い状態で窓いてお|あがったら粉をたわしで務としてカスiく|会カキモチ剤にべつに作って符lに
く。この状態をナマコという。 1-2日|漬けにし湯にいれて貨な粉をまぶしi入れておき. I琵くなったら切って干す。
して乾し、たところを薄く 8mmくらい!た。 供える対象・方法 オカプfミは 21お菓子の代わりに焼いて食べた。 供え
のJ家さに包丁で切り ι 風通しのいいと i段重ねで 1 仏壊へ2七 y トを供えるほ|る対象・方法 オソナエはχi晦日に供
ころで干し焼いて食べる。このとき iか，床の間へ大きなひと重ねを，オク|える。床の間の3ヶ所と仏塩に供える。
立を入れた餅にすることもあった。こ iドサンの上へもひと重ねを供えた。オ|床の|羽には大長のウ、ノノミヤ神社のお
れをマメモチという o 供える対象・方|クドサンには火のカミサマがいるが.1札をもらって置いている。お正月にお
法床の間mのオカガミは 2段重ねで|札を貼ったりはしなし、。床の間には正i中1泌を持って行ってお被いしてもらい，
Iつ。仏腹のオカガミは小さい 21没1f[1 PJ専用の掛け判lを樹、けるが，おキしなどiそのときにお札をもらってくる。この
ねを 2つ。オカガミは大1毎日に飾る。|を撞くことはな1，.'0これら 4セット分iほかミヤジマサンなど白いくつかお札
飾る台があり P その上に半紙を敷いてiのオカガミをツコーツコーに作っても|を飾ってある。互い違いの棚の上段に
載せる。千1棚はうちにはなし三。床の|河iらう。オカガミは31日に供える。オカ|お札とオソナエをのせるO 下段には写
にお干しを節目るということもなく，掛けiガミの上へ桁とダイダイを載せる。柿|Jえを自Iiっているが，ここにもオソナエ
i納程度。オカガミといっしょにカキやlはぺちゃんこの干し付iで1 中が6つ.1をのせる。さらにトコノマの下に大き
コブを供える。コプとは喜ぶの意味。|外が2つになるように中に刺したのを|いオソナエをこしらえる。仏壇にもオー
そのうえにダイダイ O 代々家が続きま|上げる。 1]6 f邸にはやIlj名まじくの意味jソナエをよげた。この他にカミザマは
すようにという意味。このほか松竹織|がある。ダイダイには代々の意味があiいない。
をいける。 1る。 I
煤払い 正月の支度として，煤払いつi大掃除 12月には正月の準備として大|煤払い 12Jiに餅鳴きと同じくらいの
まり大 j~} 除をする。大 11毎日前の12月 i 帰路:をする(煤払いとはいわない)。日 111寺WJ に大j?ti-除をした O 煤払いといって
25~26日ごろから掃除をする。 1 は不定。シンルイ奇麗って天井をふく。|いた。
1 PJ 1三が白の食事三が!ヨ
注連縄戸[Jのオダレに.擦で作った j注連絡・門松マツカザリは戦後はし
シメナオを飾る。ダイダイが付いていiなくなった。お自iりもうちではしな
る。売りに来たのを貿い，戸仁!だけにiかったが，家によっては飾る家もある。
飾る。 I
大B毎日 大締臼の晩，このへんではヅl大晦8 12月31Elのlぬツゴモリソパ
ゴモリソパを食べる。家庭ではそうい|を食べる o I~îj Cfろ市さんJ)から注文を
うのが作れなかったので，料理屋で|取りに来る。
あった田中家からもツゴモリソパの出
1jiがよく出た。
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3月 彼岸 3 }~のお彼岸には墓参りをする。
彼今岸治か3らF梨Jηた彼ン岸キニは 狙撃つ巻り)足を義仁くすにはしるおて立。
とくに行率はない
てに 。むかし
いはるぎ行ひをfとく1;にi)配.っシたン。ル
三月に節かな椴句いっい。たた当s4税時月白度分かは。おは3雛月か不ま明を。 特寸に行と 三おときず雛月も節いしさか句んい散をら飾お3し月節っずた3供し。日を餅かす作。はる鳴ォう。ナかちゴなはのいす節がる供巻ョ 三弁巻Qうりへ。当月をきず節句 4 丹3 日ご設メき。色馳砂節〈走住浜を供吉眺がをと神め入あいった。
司王lま さ，~j こ しゃいろんな おれ:たお
はな ~~子板と人形を i来 をJ守って，ナガ のほ
の!匂 ず指っと進んで行殻き るあた
す)へ行き. たりす
4月 とくにf子司王はなし、 とくに行事はない とく f:.h事はな
5FJ 
五投左も議げ月ぎ
があ
たて;蕗i 犬
いっ
また
E'lこ
の禁築で包んで，せいろで蒸す。蒸くすがヨi1ミj 、木洗に村もう
は が生だが。蒸すと匂いがつ 。
もいるて。で作蒸ちるまし。たきは， お!型子包をfだitの業で 捜へ上LげTたる。ほか。むかしは学校の先 のあ
蒸くるん もので んものを にも上 いた
かし てい
6 }~ とくに行事はない とくに行事はない とくに行司まはない
7 }~ 
三土家こりし社でずれ日2祭をはでし釘梅はばりgの日らを花海峨ずiト老Bのしぜンのゃ討ほマんそ押をうツすぼヨし仁リろずゴ餅松とロしのいま穴をかうき子パ作。たが祭ノるちあ卵マ。にりるで押作はツa 
夏祭り 今年は25日の金1翠日がヨゴロ 三討社りさ祭り 今きが年は 7)'j 25. 26日oこの
ヨイマツリで 26臼の3作日た1っけ棺巻たを。日きお抑がず米ホンマ
祭'ど で抱iま あり.そのために予言イ寸
ツリ。うち はこの しかば めている。
らずし.j1Jしずしを しずし
は穴子おぼろしし のjこに
おいて抑したものO
る。
8 }~J 
盆盆踊1慕るがほ句4と参ロかHがまむにいあり1とか盆をま5るなす提し。は1ど灯はる6盆菓日野のを[に子なと菜l出はヤ3場っす日仏来所たオ。に壊物をソもへにかのーきおなjえメゅ供っなをノうがてえおをり供をいら
盆盆の迎えとして13日は何もなく t
盆 jt 。1はや入きを3IれHオま3iLのi物たげ6lゾか日開鑓にるの瓜頃。らメ夕1ゃ供お「ン6l方H提いえを下灯ま供ゴろてげハんをえれるそiなノ1。3築の。をもしへ参つ14今白からポ::，;:;1しのド業てり午子メ伺を前を/tすえ中貰もる供いに。車5日に
てお .仏閣
して は J合から来る ，え仏 にiJI{に巣物1つE オハチ
匂Jえ、:1す9" える。生のオソ る。これ とい 入れて
らは13E1に掃|徐 4.15. 16日 i二げる のを放
えた はti!l:い￥4て7数171ヨ ドげる。こ べる。 ままに
る。 のほカ を昔前る。 してお
9月 とくに行事はない とくに行事はない とくに行事はなし、
10 月 とくに行事はない とくに行事はない とくに行事はない
1UJ 秋祭り むかしは秋祭りがあった。 秋あ祭り むかしは1月3日に秋祭りが 三社祭り ヤグラは出ずP 小さい祭り
った。 をした。
(開き書きにより作成)
注)官顕のゴチックは行事名を指す(括弧は明瞭に聞き取れなかった場合を示す)。
げる。このまま 1日霞いて夕方下げる O お神酒は
ホトケサマにだけ盃で上げる O お雑煮・お神酒を
上げるのは元日だけで 2日と 3日にはしないと
いう O
31汗とも，お供えしていたオカガミはゴカンチ
と称する 1月5日に下げるが これを食べる日は
不定である O 食べ方は，キナコモチ・ゼンザイに
する，焼いて黄な粉や醤油で食べる，揚げて食べ
るなどさまざまである。食べるときは，まずかび
を落とすために庖丁でコサゲル(回中家)。むか
しは餅のかびは毒にならないといった(平野家)。
なお，正月用の餅をつく際，通常のモチとは別
に，カキモチ・カスモチ・マメモチを作ることも
ある D これらはもっぱら開食であり，製法は家ご
との略好の違いによって一定しないようである O
なおとくにアンコモチを好んで雑煮にする家も
あったという O
1 月J--j、降，特有の儀礼食がともなう機会として
は， 2度の節供がある O 吉)1家では「女の節供」
に巻きずしのほか 3 段の菱餅やあられを，菖?~gの
節供には，ちまきやかしわ餅を作った。問中家で
はオナゴの節供は散らしずしか巻きずしだが，菖
滞の節供はかしわ餅である O 平野家でも菱餅を贈
られていたかといい， 5月にはちまき・かしわ餅
を作っていた。このように， とりわけ五月節供に
は共通してかしわ餅が食されていたことが分か
るO あわせて自をひくのは節供や祭りの日などに
頻繁に作られるすしの存在である O たとえば平野
家では， 7月の祭りにえび・穴子-卵の 3種の押
しずしを作ったといい 同じく問中家では，穴
子・おぼろ・しいたけの3種であった。このほか
彼岸におはぎ30)を作る例 盆の供物に自いご飯を
含む例もある O
以上のように，御手洗の多くの年中行事で米を用
いた儀礼食・供物は例外なく重要な地位を占めてい
る。これら特別な食べ物がシンルイを中心とする贈
答の対象であることにも注目しておきたい31)口そ
してこうした場合の米， とくにもち米の入手経路
は，すべて質すことは難しいとはいえ，たとえば
平野家ではシンセキの家に寄り集まって餅鳴きを
する|投その家へ金を持っていってもち米をまと
めて買ってもらっておいたといい，ツコーツコー
に任せていた田中家でも，やはり事前に古川家の
米を買って用意していたものであろう，という O
細かくみると， うるち米-もち米の違いや米の製
粉の方法，米穀商以外の米のやりとりの問題も残
しているが，すくなくとも御手洗というマチの儀
礼食構成の大部分は 米穀商を中心とする“商品
としての米"によって支えられているのである。
このような儀礼食，なかでも餅の貴重さ-珍し
さはマチでも同様である O 餅を措く機会といえば
正月と節供ぐらいしかないことについて，ある話
者は「百姓のとこだったらよくお餅を措くが，こ
のへんはあまり鳴かん。むかしはお餅いうたらご
ちそうじゃけんJ(古川クニエ氏談)といって，
むしろ手軽にもち米が得られなかったマチの事情
を暗示する。もちろん餅の珍しさが，戦中から戦
後の食糧事情の急激な変化の影響を受けている可
能性については慎重に判断しなければならない。
しかしながら戦前期の御手洗にあってもモチは頻
繁に食しうるものではなく，おそらくはそうした
意味での貴重さが食糧難の時期にいっそう強調さ
れた結果， li1き書きの現在に至るのではないかと
考えられる O
U 小括
本報告では港町御手洗の食生活を対象に，食品
の入手経路とその食形態について分析した。食品
の入手経路をめぐっては，島内外の行商人と商j苫
の協業の様子が見て取れたが，生鮮食品.なかで
も魚については行商の活躍のめざましさが特記さ
れる。そのようにして入手された魚は，御手洗の
日常・非日常の生活のなかで確たる役割を果たし
ている32)。そして野菜や魚、に比較した場合，少な
くともたてまえ上，米は商j苫の管轄がほとんどを
占める食品であった点にひとつの特徴がある O
以下，米と米穀商の問題を中心に検討内容をま
とめ，ここから提起される課題を挙げておきた
い。谷沢によれば，明治期における御手洗の商業
の主体は，わず、かの水田しかもたない局辺の島々
に米を供給する米穀卸売業 および御手洗の町人
や入港した船に対ーする米穀小売業にあったとされ
ている O 昭和に入ると こうした状況は，米の配給
制度の確立と，動力船の普及にともなう米穀卸売
業の商圏の衰退によって変容し米の多くは地元
御手洗で消費されるようになる33)。単純にいっ
て，この間，港IlJの米穀庖群が一貫して屑辺村落
への“商品としての米"の供給という役割を果た
してきたことは疑いをいれない。
聞き書きの範囲では もはや米穀卸売業を営む
萌j苫は確認できなくなっているが，小売業に関し
ては，戦前期には多数の小規模な米穀商が存在
し， さまざまな産地の米を売っていたことが想定
される O こうした旧来の米穀商が，戦時統制下，
唯一の配給所としての吉川家に集約されていく過
程もうかがわれる O さらに米穀商を起点とする米
が， 日常においては貴重品として消費され，同時
に年中行事ーのほとんどの場面で儀礼的に食されて
いる様相も明らかになった。そうした状況は戦前
期にも遡ることと一応判断しておいた。
ところで従来の民俗研究のなかで，本報告にお
いて問題としたような 米穀商を介する商品とし
ての米への関心がほとんと守払われてこなかったこ
とはどのように理解すればよいであろうか。たと
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えば従来，正月の餅は，坪井洋文の議論に示され
るように「餅=水田稲作民=稲作農耕文化Jと
いった図式で理解されている34)。安室まIJ35)・増田
昭子36)による批判を経てもなお，餅という儀礼食
を特定の生業形態に結び付けて分析するスタイル
は改められていない。唯一 正月の儀礼食を複合
生業との対応関係で説明する安室の所論に対し
て，これを「生業部文化jの論理として批判する
六車由美の論考37)がEをひく程度である O 餅:と稲
作，あるいは雑穀の餅と雑穀栽培とを一意的に対
応づけようとする発想のもとでは，商品としての
米が民俗や食文化を支える実態はさほど関心を1乎
ばなかったのであるO
転じて本報告のねらいは 生業形態からあえて
切り離した水準から食文化を検討することの見通
しを提起する点にあった。検討を通して明らかに
なったのは，御手洗というマチにおいて，生業形
態とは強い関わりをもたないかたちで，米が高い
f崩値をもって消費されていたことである O そうし
た価値観をもっ食文化を支えたのは多くが商品と
しての米にほかならず，かつまたその供給の起点
が米穀商である以上，マチの民俗の成り立ちに米
穀高が果たしてきた役割は大きいものと評価して
おかなくてはならない。
加えて想起したいのは，すでにみたように御手
洗周辺の焔作の卓越する村落にあっても，麦・さ
つまいもを基本とする生活のなかで，ハレの日か
ぎりの米を用いた儀礼金が待ち望まれていたこと
である O 畑作中心という生産基盤と対応しないか
たちで，米が優位にたっているという点では， じ
つはここにもマチの米と同質の問題が見て取れ
る。しかも，さきの谷沢の指摘を想起するまでも
なく，これらのムラで食される米もまたかなりの
部分が御手洗経由の商品としての米にほかならな
いのである。マチにかぎらず，生業の選択と食生
活-儀礼食の選択とは，実態として別次元のこと
と考えたほうが正確である O すくなくとも水田が
希少なムラにおける民俗の成り立ちにとって，マ
チに集積される米がかかわった可能性は意外なほ
ど大きいものがある口マチの米の意義は，周辺の
ムラにおける民俗形成への寄与をふくめて評価さ
れなくてはならないのであるお)。
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日が特別よく売れたほうではないともいうが，沖
友の分が残らなかったことからすると，通常より
は売れ行きがよかったBであることは間違いない
ようである。
15)ひとつは既述の今崎商庖，もうひとつは屋号を
とって「ロイチさん」と呼ばれる万市食料品庖であ
る。後者については，前掲7)を参照。なお現在で
も佃煮など IJ寓らんもん」を扱う商広は他にもある
という
16)前掲 7)，84。ここで取りあげる古川家は「昭和26
年事業所統計調査」に酒小売業の古)1落iJ百として，
f商工会加入警(昭和36年)Jに米・酒類販売の吉JlI
治基家として記載されている O 昭和26年段階でも
米を扱っていたことは，古川家での聞き書きに
よって;PUj認できる。
17)大長には 2ヶ所，木之江にも lヶ所の配給所が
あった。人口がさほど多くない御手洗では，配給所
は1ヶ所で充分であったという。
18)なお配給所時代の仕入れ先は三jZのみであったが，
それ以前は不明である O かつては四国の米を買っ
た時期もあったであろうが古川氏自身はその経
験はなし、とし、う O
19)以下，本il!iiの既述は，断りのないかぎり平野勝子氏
談。後述する配給以外の米については，高売上の人
1'甘関係から労せずして入手でき，米が余っていた
とIH惣する話者もいる。家ごとの格差は重要かっ
興味ぶかい問題であるが，ここでは一応，戦中・戦
後期の米の入手経路と食形態について，平野長か
らの聴取によって代表させておく。
20) 11:1 /.j又の食生活全集 広島j編集委員会編(1987)
f日本の食生活全集 34 問き書 広島の食事l農
山漁村文化協会。
21)前掲18)， 44~45 ， 490 
22)前掲1)②， 573。引用筒所はみかん畑の開墾作業
時の食事に言及する部分だが，より一般的に，日常
食・儀礼金の内容と読むことができる。前後のj脈絡
から，大長村を対象とする記述と思われる。
23)前掲7)， 950 
24)少なくともこうした状況が1j生後にあったことは，
平野勝子家に保管されている米穀通帳 (1工場事業
者)苦 労務加配主要食糧購入通帳J)によって窺わ
れる O 当該資料は，昭相]26年3月17日，三原労働基
準監督署により交付されている。工場事業者用と
なっているのは， )J券子氏の夫渡氏(故人)が御手洗
の菊一鉄工所に勤務していたためである。本資料
によれば，昭和26年 3月の配給は白米12.6砥 (kg)
に対してjljl麦8.4kg，4月はlさi米10kg'外白 4kgに
対して~Ip変 6 kg， 6 月は白米9.2kg，外 1~14. 6kgに
対して押麦9.2kgであって，戦後しばらくの間，麦
がかなりの割合を占めたことを知らせている。
25)本表の対象は家ごとの儀礼とその食に限り，地区
全体の行事については基本的に表示から省いた。
26)現在では 3月3日に行ったとする話者と， 4月3日
だったとする話者がいる O 実際に家ごとにちがしミ
があったのかどうかは不明である O
27)たとえば，田中家ではナナサクサガユを作ること
はなかったと明言された。
28)おそらくは港!sT御手洗を特徴づける習俗として，
家々の餅措きをしてまわる人びとがおり，これを
ツコーツコーと称Lt-.:o このイ土手丑みについて，田中
キミ子氏からの開き書きをもとに記述しておきた
し、O
ツコーツコーが廼るのは御手洗だけである。ツ
コーツコーをやるのはオチョロプネのチョロオシ
たちでE スミヨシサンのひとが多かった。チンを出
して雇うことになるが，ツコーツコーはセワナシ，
つまり後片付けが不安で便利である O 何軒ほどか
は分からないが，かなりの数の家が利用していた。
事前に頼んでおき，12丹25日頃から30・31日頃ま
で， 3 ~4 自掛けて御手洗を廼っていく。 3 人ぐら
いがI:l]体を組んで?旦り， {，諸けていた。 3人のキネど
うしが衝突するのがおもしろく，またベッピンサ
ンが三味線を弾いて賑やかだった。いつまであっ
たかは分からないが，餅:掃き器が出始めたときに
はやめていた。
モチゴメは各家で事前にかしておき，ニナエへ
準備する。これをザルへ移して，マスで官十って，セ
イ口で蒸す。ウスとキネは，木製のものをツコーツ
コーが担いで持ってくる。ザル・マス・セイロ・餅
をねる板・粉といった道具から，薪・カマドもみな
ツコーツコーが持ってくる O 作業は表の道路でや
るO ツコーツコーは手際よく，タッタッタッタッ措
いていく O 掲きあがった餅は，各家で用意したモチ
パコに入れてもらって受け取る O 籍はうちではセ
リパコと称した。芸者持っとる家，つまりオチャヤ
サンはぎょうさん掃いていた。
29)たとえば古川家では，煮しめ(大根・人参など野菜
を大きく切ったものや昆布をしばったものを鉄の
カマで、炊いて作るになます(生のままのナマコと
かぶを酢で味付ーけしたもの)，お豆さん(うずら豆
やとうろく豆という白くてIJliの広い豆を煮豆にし
たもの)，こぶまき(昆布にいりこを 2本入れて，
かんぴょうでしばって炊いたもの。 13:1作りの代わ
りにいりこをお豆さんに添える)など。
30)おはぎはもち米をたいて作るが，もち米だけでは
ヤオイので米を混ぜて蒸す。蒸したものを練って，
あんこを付ける。あんこは小豆を買ってたき，こし
あんかっぶあんにする O 内へあんこを包んだとき
は黄な粉を付ける(田中キミ子氏談)。
31)彼岸の入りにおはぎを作ってシンルイや心安くし
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ているひとに配った(田中家)，ちまき・かしわ餅:
を御手洗の知 1)合いやシン jレイから贈られた(平
野家)，ちまき・かしわ餅を主人の子の家などよそ
へ上げた(吉11家)など。同様に，正月前の餅鳴き
でもシン jレイが数q[i:集まるケースが普通だったよ
うである。平野家の場合，主人の姉の嫁入り先の家
が広いクドのある大きい家だったので，そこにシ
ンルイ 4~5 軒が寄って揚いた。古川家でも 12月
25 日ごろ，やはりシンルイが 2~3 軒集まって一
緒にモチッキをしたという。このようにモチなど
の犠礼食は，シンルイを中心とする社会関係のな
かでも大きな意味をもっている。
32) ここまで記述したもののほか，米と如、がハレの日
の食事にのぼる機会として，産育過程での最初の
節供(ハツゼックと称す)がある。もち米と小豆で、
作った赤飯を作り，子供にもひと粒口に入れてや
るほか，シンルイにも配る。このとき鯛を煮付けに
して，やはり子供の口に入れてやるという(田中キ
ミ子氏談)。
33)前掲 4)， 121 ~ 122， 126~ 128。明治期以降の街l手
洗の商業は巷にもたらされた米穀を付近の島々
に卸売りすることを中心に余勢を保っていたとす
る。くだって昭和13年の統計資料では.米の輸出入
金額の割合は大i憾に低下するばかりか，輪入され
た米の石数の約半分が御手洗で消費され.残りが
大長・久比・豊浜や寄港南台に売られている。明治40
年代，輸入された米が御手洗で消費される割合が
わずか 5%に過ぎなかったのに比して，米穀卸売
業の商圏の衰退が鳴らかとされる。
34)たとえば平井洋文 (983):同誌を選んだ日本人1
未来社， 14~ 180 
35)たとえば，安室 知 (992) 存在感なき生業研究
のこれから一方法としての複合生業論ー，日本民
俗学， 1900 
36)増田昭子 (2001): r雑穀の社会史1古)1弘文館， 30 
37)六車由美 (995):民俗のなかの「米」と「肉J，1ヨ
本民f谷学， 202， 1 ~ 4 0 
38)畑作地域で米がもたされる儀礼的援位については，
関東村落を事例としてべつに問題提起する機会を
得た。渡部主一 (2010): 1珪稲の力-1:11作地域にお
ける米の儀礼食をめぐってへ埼玉民俗， 35，印刷
中。あわせてご批正いただければ幸いで、ある。
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